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W28c すざく衛星搭載 X 線 CCD (XIS) の現状報告
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X線天文衛星「すざく」には表面照射型 CCD 3 台と裏面照射型 CCD 1 台が搭載されており、合わせて XIS
(X-ray Imaging Spectrometer)と呼ばれる。打ち上げ後約 1年半を経過し、放射線ダメージや付着物の影響によ
り、エネルギー分解能や低エネルギー側での検出効率に変化が見られる。また、劣化したエネルギー分解能の回
復を目指し、2006年 10月より Spaced-row Charge Injection 法を世界で初めて使用して、実際に成果をあげてい
る。本講演ではXIS の現状について報告する。


